
震
災
前
日
の
３
月
11
日
夜
、
栄
村
消

防
団
の
幹
部
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害
に
遭
遇
し
た

こ
と
の
な
い
当
村
に
あ
っ
て
は
、
災
害

対
策
用
の
備
蓄
品
は
顧
み
ら
れ
な
い
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
最
低
限
の
備
え

は
必
要
と
い
う
こ
と
か
ら
、
毛
布
・
簡

易
ト
イ
レ
・
浄
水
器
の
３
点
、
そ
れ
ぞ

れ
見
込
み
数
量
を
購
入
し
た
ば
か
り
で

し
た
。「
近
い
う
ち
に
指
定
避
難
所
に

前
夜

災
害
対
策
本
部
の
設
置

避
難
完
了

秋
山
地
区
を
除
く
全
村
避
難
指
示

月
岡
地
区
へ
の
避
難
指
示

発
災

震
災
直
後
の
対
応

配
備
す
る
予
定
だ
」
と
、
こ
の
会
議
で

報
告
し
ま
し
た
。
折
し
も
東
日
本
大
震

災
の
す
さ
ま
じ
い
津
波
災
害
を
映
像
で

見
る
に
つ
け
、
災
害
現
場
で
必
要
に
な

る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
ジ
ャ
ッ
キ
、
救
急

用
品
も
配
備
し
た
い
と
い
う
意
見
も
あ

り
、
計
画
的
に
揃
え
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
か
数
時
間

後
に
、
こ
の
備
蓄
品
を
使
う
こ
と
に
な

ろ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
揺
れ
」
と
い
う
よ
り
「
攪
伴
」
と
い

う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
激
し

い
地
震
が
起
こ
り
、
ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ
と
い

う
大
音
響
の
中
で
、
洒
落
で
な
く
、
タ

ン
ス
が
ダ
ン
ス
し
て
倒
れ
ま
し
た
。

家
族
と
隣
組
の
安
否
確
認
を
し
て
か

ら
役
場
に
向
か
う
と
、「
く
」
の
字
に
折

れ
曲
が
っ
た
家
屋
、
今
に
も
滑
り
落
ち
そ

う
に
傾
斜
し
て
い
る
家
屋
が
見
え
、
国
道

１
１
７
号
は
亀
裂
や
段
差
が
未
明
の
暗

が
り
に
浮
か
び
上
が
り
、
大
災
害
の
予
感

に
身
震
い
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

役
場
は
周
囲
が
陥
没
し
、室
内
は
机

が
倒
れ
、書
類
が
散
乱
し
、機
器
類
が
悲

鳴
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。足
の
踏
み
場
が

な
い
状
態
で
し
た
が
、何
と
し
て
も
早
く

災
害
対
策
本
部
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
一
心
か
ら
、数
名
の
職
員
と
と

も
に
１
階
の
一
室
を
片
付
け
ま
し
た
。

第２章

地
震
発
生
当
日

災害対策
本部の動向

まったく予期していなかった大地震の発生、予想をはるか

に超える甚大な被害の中、災害対策本部ではどのような初

期対応をしたのか。

非
常
参
集
に
よ
り
幹
部
職
員
が
集
ま

り
、
午
前
６
時
に
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
人
命
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
発
災
直
後
か
ら
消
防

団
や
各
区
の
区
長
等
の
活
躍
に
よ
り
住

民
の
安
否
確
認
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い

て
、
人
的
被
害
は
数
名
の
軽
微
な
負
傷

者
の
み
と
い
う
報
告
が
対
策
本
部
を
安

堵
さ
せ
ま
し
た
。

２
ｍ
近
い
残
雪
が
あ
り
ま
し
た
が
、

春
ら
し
い
陽
気
が
続
い
た
お
か
げ
で
殆

ど
の
家
屋
の
屋
根
に
は
雪
は
な
く
、
ま

た
、
深
夜
だ
っ
た
の
で
火
を
使
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
２
点
が
直
接
的

な
人
的
被
害
を
最
小
限
に
し
た
要
因
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
巻
川
上
流
の
砂
防
堰
堤
が
決
壊
し
、

土
石
流
が
月
岡
地
区
を
襲
う
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
警
戒
に
当
た
っ
て
い
た
地
元

消
防
団
員
か
ら
「
大
巻
川
の
水
位
が
下

が
っ
て
い
る
」
と
い
う
無
線
連
絡
が
消

防
団
長
に
入
り
、
川
の
流
れ
が
何
か
に

せ
き
止
め
ら
れ
、
鉄
砲
水
の
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
、
８
時
50
分
に
同
地
区
に
避

難
指
示
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
情
報
収
集
が
必
要
で
し
た
が
、

道
路
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、

地
域
の
緊
急
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
（
職
員
の
多
く
は
消
防
団
員

や
区
の
役
員
を
兼
ね
て
い
る
）、
な
か

な
か
職
員
が
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
集
し
て
い
る
10
数
名
の
職
員
に
地
区

を
割
り
振
り
、
状
況
確
認
に
向
か
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

一
番
被
害
が
大
き
か
っ
た
水
内
（
森
・

青
倉
・
横
倉
）地
区
か
ら
は
、道
路
亀
裂
・

陥
没
、公
民
館
倒
壊
、家
屋
の
屈
折
・
傾

斜
、雪
崩
に
よ
る
交
通
途
絶
、地
区
内
道

路
崩
落
に
よ
る
通
行
不
能
、水
道
不
通

な
ど
の
報
告
が
入
り
、未
曽
有
の
大
災
害

の
様
相
が
見
え
て
き
ま
し
た
。「
こ
の
村

は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
」頻
繁
に
起

こ
る
余
震
が
不
安
を
増
幅
さ
せ
ま
し
た
。

対
策
本
部
の
最
も
大
き
な
、
そ
し
て

速
や
か
に
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
、
全
村
に
向
け
て
避
難
勧
告
、

あ
る
い
は
避
難
指
示
を
発
令
す
る
か
、

否
か
で
し
た
。
千
曲
川
の
氾
濫
等
の
ご

く
一
部
地
域
の
災
害
対
応
の
経
験
は
あ

り
ま
し
た
が
、
全
村
に
及
ぶ
災
害
は
初

め
て
で
し
た
。
昨
年
、
一
昨
年
と
地
震

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
き

て
い
た
の
で
、
住
民
の
避
難
誘
導
は
消

防
団
員
・
区
長
の
連
携
で
、
あ
る
程
度

ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と
は
予
測
で
き
ま

し
た
が
、「
ど
こ
に
」
が
問
題
で
し
た
。

し
か
し
、
各
戸
家
屋
の
被
害
程
度
が

把
握
で
き
な
い
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、

せ
め
て
家
屋
の
損
壊
程
度
が
判
明
す
る

ま
で
は
住
民
を
帰
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
い
う
判
断
か
ら
、
被
害
の
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
秋
山
地
区
を
除
く
全
村
に

避
難
指
示
を
発
令
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
午
前
11
時
で
し
た
。

避
難
指
示
が
出
て
も
、小
滝
地
区
は

村
道
が
雪
崩
と
と
も
に
土
砂
が
崩
落
し
、

坪
野
地
区
は
同
じ
く
村
道
が
土
砂
等
で

閉
ざ
さ
れ
、車
で
の
通
行
は
不
可
で
し
た
。

小
滝
地
区
住
民
の
中
に
は
寝
た
き
り
の

人
や
高
齢
で
歩
け
な
い
人
も
い
た
の
で
空

路
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、長
野
県
警
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
東
北
に
行
っ
て
い
て
手

が
回
ら
ず
、あ
ち
こ
ち
手
配
し
て
よ
う
や

く
午
後
３
時
過
ぎ
に
京
都
か
ら
駆
け
つ

け
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

坪
野
地
区
住
民
は
徒
歩
で
崩
落
箇
所
を

横
断
し
、午
後
４
時
に
避
難
を
し
ま
し
た
。

災害対策本部会議の様子
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関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

食
料
・
物
資
の
確
保

情
報
発
信

職
員
の
対
応

姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る
東
京
都
武

蔵
村
山
市
に
は
午
前
６
時
30
分
、
市
役

所
総
務
部
長
に
電
話
連
絡
を
し
、
長
野

県
知
事
か
ら
は
午
前
６
時
35
分
に
電
話

が
入
り
ま
し
た
。

県
の
現
地
機
関
で
あ
る
北
信
地
方
事

務
所
は
午
後
２
時
に
来
庁
し
、
地
震
に

よ
る
被
害
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
村

と
の
連
絡
調
整
を
始
め
ま
し
た
。

長
野
県
警
は
発
災
当
初
か
ら
素
早
い

対
応
で
、
午
後
５
時
に
は
７
箇
所
の
避

難
所
に
男
女
各
１
名
の
従
事
員
を
、
文

化
会
館
地
階
の
会
議
室
に
は
24
時
間
体

制
の
警
戒
・
警
ら
従
事
員
を
配
置
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
衛
隊
は
先
遣
隊
２
名
が
連
絡
業
務

に
当
た
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
当
村

で
は
人
身
被
害
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
、

東
日
本
大
震
災
に
主
力
部
隊
が
投
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
出
動
要
請

は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
も
初
動

が
速
く
、
朝
８
時
前
に
は
村
に
到
着
し
、

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
と
と
も
に
避

難
所
と
な
っ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
悠
さ
か
え
」
と
役
場

に
常
設
の
救
護
所
を
開
設
し
、
残
る
５

箇
所
の
避
難
所
で
は
午
前
、
午
後
の
２

回
巡
回
診
療
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
毛
布
や
救
急
セ
ッ
ト
等
も

配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
応
援
協
定
に
よ
り
北
信

ブ
ロ
ッ
ク
（
北
信
広
域
構
成
市
町
村
）

か
ら
も
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

震
災
当
日
か
ら
食
料
や
毛
布
等
の
義

援
物
資
が
届
き
ま
し
た
が
、
当
日
は
い

な
り
寿
司
を
１
個
ず
つ
分
け
合
う
と
こ

ろ
も
あ
り
、
避
難
住
民
に
ひ
も
じ
い
思

い
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

翌
日
か
ら
は
毎
食
の
弁
当
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
炊
き
出
し
な
ど
で
、
時
を
追

う
ご
と
に
充
実
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
生
活
日
用
品
も
仕
分
け
き
れ

な
い
ほ
ど
届
き
、
倉
庫
が
満
杯
に
な
る

ほ
ど
で
し
た
。
中
に
は
手
編
み
の
セ
ー

タ
ー
な
ど
も
い
た
だ
き
、
テ
レ
ビ
を
見

て
一
刻
も
早
く
当
村
を
支
援
し
た
い
と
、

遠
路
、
夜
中
に
物
資
を
運
ん
で
く
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

震
災
の
情
報
発
信
は
総
務
課
広
報
担

当
が
当
た
る
は
ず
で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
入
れ
窓
口
に
従
事
す
る
こ

と
と
な
り
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の

外
部
へ
の
情
報
発
信
は
滞
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
は
未
経
験
の
災
害
対

応
に
躊
躇
す
る
こ
と
が
多
く
、
方
向
性

を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
中
越
地
震
・
中

越
沖
地
震
の
教
訓
か
ら
「
緊
急
震
災
対

策
基
本
方
針
」
及
び
「
職
員
震
災
応
急

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
た
形
で
職
員
は

そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て

復
旧
や
避
難
者
の
援
助
等
に
当
た
り
ま

し
た
。

飲
料
水
の
供
給
、食
料
の
確
保
、簡
易

ト
イ
レ
の
設
置
、避
難
住
民
の
医
療
体

制
等
、避
難
所
運
営
を
喫
緊
の
課
題
に
、

上
下
水
道
・
道
路
の
復
旧
、県
と
の
連
絡

調
整
、報
道
機
関
対
応
等
多
岐
に
わ
た

る
作
業
や
事
務
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

避
難
所
以
外
に
配
置
さ
れ
た
職
員
は

役
場
事
務
室
の
床
に
直
に
毛
布
を
敷
き
、

睡
眠
を
と
り
ま
し
た
。
震
災
初
日
は

毛
布
も
な
く
（
避
難
所
優
先
の
た
め
）、

そ
れ
ぞ
れ
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
を
着
た
り
し

て
横
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

３
月
中
旬
は
、
季
節
で
い
え
ば
「
春
」

に
な
り
ま
す
が
、
雪
に
す
っ
ぽ
り
埋
ま
っ

た
当
村
は
冷
蔵
庫
の
中
に
い
る
よ
う
な

も
の
で
、
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
、
最
前

線
の
避
難
所
運
営
や
昼
夜
を
問
わ
な
い

物
資
の
受
付
や
苦
情
対
応
等
で
、
心
身

に
支
障
を
き
た
す
職
員
も
い
ま
し
た
。

職
員
の
中
に
は
自
宅
が
被
災
し
た
者

も
多
く
い
ま
し
た
が
、
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
る
ま
で
の
10
日
間
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
後
１
週
間
か
ら
10
日
間
も
一
度
も

自
宅
に
戻
ら
ず
、
職
務
に
専
念
し
て
も

ら
っ
た
職
員
も
い
ま
し
た
。

1机が倒れ、書類等が散乱した役場事務室
2全国から寄せられた救援物資
3職員との意思疎通を図るため、毎朝行われた庁内会議の様子
4役場事務室の床で就寝する職員
5震災直後に駆け付けていただいた日赤長野県支部の皆さん

・総合企画、連絡調整
・復興支援
・マスコミ対応
・庁舎管理
・ゴミ処理
・電話対応 等

・災害救助
・災害ゴミ
・食料調達
・医療、援護 等

・道路、ライフラインの確保
・農林業
・給水
・住宅診断
・被害認定調査 等

・消防活動
・避難誘導、救出活動 等

・秋山地区に係る被災情報の
　収集、緊急対応 等

・避難所開設、運営 等

総務部

［事務分掌］

住民福祉部

産業建設部

教育部

消防部

秋山地方部

本部員
（教育長・各課長等）

副本部長
（副村長）

本部長
（村長）

■災害対策本部の体制図

1235
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平
成
23
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
12
日

３
時
59
分

震
度
６
強
の
地
震
観
測

４
時
31
分

震
度
６
弱
の
地
震
観
測

５
時
42
分

震
度
６
弱
の
地
震
観
測

６
時
00
分

災
害
対
策
本
部
を
設
置

８
時
50
分

月
岡
地
区
に
避
難
指
示（
50
世
帯
１
３
９
人
）

11
時
00
分

秋
山
地
区
を
除
く
村
全
域
に
避
難
指
示（
８
０
４
世
帯　

２
，０
４
２
人
）

村
内
７
箇
所
に
避
難
所
を
設
営
、１
，５
１
９
人
が
避
難

被
災
建
物
応
急
危
険
度
判
定
調
査
を
開
始（
〜
３
月
19
日
）

３
月
13
日

避
難
住
民　

１
，７
８
７
人

３
月
14
日

避
難
住
民
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

３
月
15
日

避
難
住
民
の
一
時
帰
宅
を
許
可（
３
月
16
日
・
18
日
・
19
日
・
20
日
）

３
月
18
日

栄
村
復
興
支
援
機
構「
結
い
」が
発
足
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
開
始

３
月
21
日

９
時
00
分

森
地
区（
中
条
）を
除
き
避
難
指
示
を
解
除

３
月
22
日

19
時
30
分

青
倉
地
区（
北
向
）に
避
難
勧
告（
11
世
帯
26
人
）

３
月
24
日

北
信
・
東
部
小
学
校
の
卒
業
式
及
び
閉
校
式

栄
中
学
校
の
卒
業
式

震
災
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
集
積
場
所（
栄
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
、旧
中
央
分
校
付
近
）へ
の
搬
入
を
開
始（
～
４
月
24
日
）

４
月 

１
日

震
災
義
援
金
か
ら
被
災
世
帯
に
震
災
見
舞
金（
１
世
帯
５
万
円
）を
配
布

４
月 

４
日

建
物
の
被
害
認
定
調
査
を
開
始

４
月 

６
日

９
時
00
分

森
地
区（
中
条
）に
避
難
勧
告（
６
世
帯
18
人
）

４
月 

７
日

東
日
本
大
震
災
と
同
等
の
支
援
措
置
等
を
国
に
要
望

４
月
12
日

７
時
26
分

震
度
５
弱
の
地
震
観
測

栄
小
学
校
の
開
校
式
及
び
入
学
式
、栄
中
学
校
の
入
学
式

４
月
14
日

仮
設
住
宅
の
建
設
着
工

４
月
19
日

中
条
川
上
流
災
害
対
策
検
討
委
員
会
を
開
催（
～
平
成
24
年
３
月
26
日
・
計
５
回
開
催
）

４
月
20
日

罹
災
証
明
書
の
発
行
を
開
始

農
地
被
害
実
態
調
査
を
開
始

仮
設
住
宅
入
居
申
込
の
受
付
を
開
始（
〜
４
月
27
日
）

４
月
25
日

震
災
支
援
制
度
の
集
中
受
付
窓
口
を
開
設（
～
５
月
２
日
）

４
月
27
日

震
災
義
援
金
配
分
委
員
会
を
設
置

４
月
28
日

村
議
会  

震
災
復
興
支
援
特
別
委
員
会
を
設
置

４
月
29
日

Ｊ
Ｒ
飯
山
線 

運
転
再
開

５
月
10
日

10
時
05
分

森（
中
条
）・
青
倉
地
区（
北
向
）に
避
難
指
示（
17
世
帯
44
人
）

17
時
30
分

森（
中
条
）・
青
倉
地
区（
北
向
）に
避
難
勧
告（
17
世
帯
44
人
）

５
月
14
日

県
と
の
共
催
に
よ
る「
栄
村
の
復
興
を
考
え
る
会
」を
開
催

仮
設
住
宅（
北
野
天
満
温
泉
）５
戸（
当
初
分
）入
居
開
始

５
月
29
日

仮
設
住
宅（
栄
村
農
村
広
場
）35
戸（
当
初
分
）入
居
開
始

６
月
18
日

仮
設
住
宅（
栄
村
農
村
広
場
）15
戸（
追
加
分
）入
居
開
始

６
月
19
日

仮
設
住
宅
へ
の
入
居
等
に
よ
り
、避
難
所
を
閉
鎖

６
月
30
日

国
道
１
１
７
号 

大
型
車
通
行
止
め
解
除

７
月
11
日

９
時
00
分

中
条
川
上
流
災
害
に
伴
う
避
難
勧
告
を
解
除

７
月
12
日

15
時
00
分

災
害
対
策
本
部
を
廃
止
、震
災
復
興
本
部
に
移
行

７
月
14
日

震
災
復
興
住
宅
の
整
備
に
向
け
、村
・
県
・
建
築
及
び
木
材
の
関
係
団
体
で
構
成
す
る

「
村
営
住
宅
整
備
検
討
会
」を
設
置

８
月
11
日

災
害
弔
慰
金
支
給
審
査
委
員
会
を
開
催
、災
害
関
連
死
３
名
を
認
定

10
月
16
日

信
州
大
学
中
山
間
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
共
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
復
旧
・
復
興
の
現
状
と
今
後
の
課
題
～
震
災
後
７
か
月
を
経
過
し
て
～
」を
開
催

10
月
17
日

栄
村
農
村
広
場
に
仮
設
住
宅
の
集
会
所
が
完
成

10
月
20
日

仮
設
住
宅
集
会
所
に
併
設
し
た
仮
設
の
食
料
品
店
舗「
が
ん
ば
ろ
う
栄
村 

横
倉
店
」が
開
店

11
月 

１
日

村
営
住
宅
整
備
検
討
会
よ
り「
震
災
復
興
村
営
住
宅
設
置
方
針
」の
提
案

12
月
19
日

被
災
し
た
宿
泊
施
設「
中
条
温
泉 

ト
マ
ト
の
国
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

12
月
23
日

被
災
し
た「
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

平
成
24
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
28
日

Ｊ
Ｒ
飯
山
線  

森
宮
野
原
駅
前
に
仮
設
の
食
料
品
店
舗「
が
ん
ば
ろ
う
栄
村  

駅
前
店
」が
開
店

１
月
29
日

豪
雪
に
よ
る
震
災
の
二
次
被
害
防
止
の
た
め
、豪
雪
対
策
本
部
を
設
置

２
月
15
日

震
災
復
興
計
画
策
定
委
員
会
を
開
催（
～
９
月
６
日
・
計
６
回
開
催
）

３
月
31
日

震
災
復
興
村
営
住
宅
整
備
計
画
を
策
定

地震発生から
1年間の

主な経緯

第２章

地
震
発
生
当
日
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C
olum

n
2

コラム

避
難
生
活

第
３
章

復
興
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

復
旧
か
ら
復
興
…
そ
の
中
で

　

震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
、栄
村

を
応
援
し
よ
う
と
様
々
な
方
の
御
厚
意

に
よ
り
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

参
加
さ
れ
た
村
民
の
皆
さ
ん
に
勇
気
と

元
気
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

［復興祈念花火大会］平成 23
年８月 12 日、県内の花火工
場や近隣市町村の企業など、
多くの方の寄付により集まっ
た花火が 500 発、約 40 分間
にわたり次々と打ち上げられ
ました。

［復興イベント］地震から３か月の節目の平成 23 年６月 12 日に、落語家の立川談慶
さんによる落語、信濃町出身の歌手の北村優希さんによるライブ、十日町市の飲食店
組合の皆さんによる炊き出しなど盛りだくさんの内容のイベントが行われました。

［清水アキラものまねショー］平成23 年７月３日に山ノ内町
出身のタレント清水アキラさんのご厚意で開催され、数々
のものまねや歌を披露していただきました。

［無茶フェス2011 年 in 栄村］平成23 年10 月16 日、信州プロレス
の他、清水まなぶさんや柴村佳奈さんなどのコンサートにラーメ
ン店の出店、さらにメインのプロレスでは、大仁田厚さんや井上
京子さんがリングに上がり大迫力の試合が行われました。
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